
 

～
命
を
つ
な
ぐ
道
～ 

 

岩
手
県
内
に
は
３
４
７
４
㎞
（
平
成

年
３
月
現
在
）
の
林
道
が
あ
り
、
同 

 

年
３
月 

日
に
発
生
し
た
「
東
日
本

大
震
災
」
で
は
、
こ
れ
ら
の
林
道
の
一

部
が
緊
急
路
や
迂
回
路
と
し
て
活
用
さ

れ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

 

【
大
骨
線
】
釜
石
市 

大
地
震
に
よ
り
大
津
波
が
発
生
し
、

国
道 

号
は
釜
石
市
内
各
地
で
寸
断
さ

れ
、
同
市
鵜
住
居
町
の
県
営
ア
パ
ー
ト

や
外
山
地
区
住
民
に
と
っ
て
、
大
骨
線

が
迂
回
路
と
な
っ
た
。(

全
線
利
用) 

 

【
五
葉
線
】
釜
石
市 

大
津
波
に
よ
り
釜
石
市
唐
丹
町
が
孤

立
状
態
と
な
り
、
五
葉
線
の
一
部
区
間

を
除
雪
開
通
さ
せ
、
自
衛
隊
や
消
防
の

緊
急
路
を
確
保
し
た
。(

一
部
利
用) 

 【
五
本
松
峠
線
】
釜
石
市
、
大
槌
町 

大
津
波
に
よ
り
大
槌
町
小
鎚
地
区
が

袋
小
路
の
状
態
と
な
っ
た
が
、
五
本
松

峠
線
を
経
由
し
、
釜
石
市
栗
林
町
ま
で

通
行
が
可
能
と
な
っ
た
。(

一
部
利
用) 

 【
安
渡
赤
浜
線
】
大
槌
町 

大
槌
町
安
渡
地
区
と
同
町
赤
浜
地
区

を
連
絡
す
る
県
道
が
不
通
の
間
、
安
渡

地
区
の
孤
立
住
民
の
一
部
は
、
安
渡
赤

浜
線
を
利
用
し
、
国
道 

号
へ
の
陸
路

を
確
保
し
た
。（
全
線
利
用
） 

 

【
城
山
１
号
線
、
２
号
線
】
大
槌
町 

大
地
震
に
伴
う
大
規
模
火
災
が
大
槌

町
の
避
難
所
の
一
つ
で
あ
る
中
央
公
民

館
付
近
に
及
ん
だ
際
、
城
山
１
号
線
、

２
号
線
が
二
次
避
難
に
利
用
さ
れ
た
。 

ま
た
、
中
央
公
民
館
に
は
災
害
対
策

本
部
が
設
置
さ
れ
、
同
線
は
迂
回
路
と

し
て
も
利
用
さ
れ
た
。(
全
線
利
用) 

 

【
吉
里
吉
里
線
】
大
槌
町 

吉
里
吉
里
漁
港
地
区
の
海
沿
い
の
道

路
が
不
通
の
間
、
緊
急
迂
回
路
と
し
て

利
用
さ
れ
た
。(

全
線
利
用) 

 

【
崎
山
線
】
大
槌
町 

終
点
付
近
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

が
あ
り
、
海
沿
い
の
道
路
が
不
通
の
間
、

緊
急
迂
回
路
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。(

全

線
利
用) 

 

【
赤
崎
線
】
大
船
渡
市 

大
津
波
に
よ
り
県
道
が
不
通
と
な
り
、

大
船
渡
市
赤
崎
町
後
ノ
入
地
区
と
同
町

永
浜
地
区
と
を
連
絡
す
る
迂
回
路
と
し

て
利
用
さ
れ
た
。(

一
部
利
用) 

                    

【
横
田
沢
線
】
陸
前
高
田
市 

大
津
波
に
よ
り
国
道
３
４
０
号
及
び

国
道
３
４
３
号
が
不
通
と
な
り
、
陸
前

高
田
市
横
田
町
と
同
市
矢
作
町
と
を
連

絡
す
る
迂
回
路
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

(

全
線
利
用) 
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 安渡赤浜線から赤浜地区を見る 

森
林
保
全
課
林
道
担
当 

０
１
９
（
６
２
９
）
５
８
０
０ 林道位置図 


